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　　市民の皆様、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　　誠志会は、皆様の代弁者として市民一人ひとりが幸せで快

適な生活が送れるよう活動しております。

　　私たちの活動をお伝えするため「誠志会だより」を発行し、

我々、誠志会の議会での発言や提言を中心に、会派の活動

報告並びに方針についてお知らせいたします。

　　昨年は新型コロナウイルス感染症の影響が続き、また、撤

退報道があった日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区にお

いては９月に高炉が休止するなど大変辛い年でありました。

　　誠志会といたしましては、呉市の経済対策を第一に考え、

必要な質疑や提案を行って参りました。本市は、産業の転換

期を進めており、まさにピンチをチャンスに変えることができる絶

好の機会でもございます。

　　我々、誠志会は、市民の皆様に信頼され、民主的で公正

な市政の発展に寄与すべく、議員一人ひとりが襟を正し活動し

て参りますので、今後とも、ご意見、ご要望を賜りますよう、

よろしくお願いいたします。

　　　                                     誠志会一同

中田　光政　 小田晃士朗
福永　髙美　 岡﨑源太朗 
橋口　晶　　 定森健次朗 
森本　茂樹

ごあいさつ 活動方針

１．市民目線の新型コロナウイルス感染症対策
　　新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市民の皆さまへの支援や、落

ち込んだ経済の回復に向けた積極的な支援を進言します。また、感染症対策

として検査体制の充実、ワクチンの早期接種を目指します。

２．人口減少に歯止めをかけるまちづくり
　　呉市が策定した第５次長期総合計画がより充実して実行できるよう進言し、

雇用の創造、若者定住、子育て支援の充実、税収の確保、市民サービスの

向上の好循環型社会を目指します。

３．呉駅・商店街から始まる観光まちづくり
　　呉駅周辺の再整備と商店街の魅力化を連動させた全世代が楽しめる商店街

中心エリアを創造し、呉市全体に波及するよう海路を含めた公共交通体系と

地域観光の再構築を目指します。

　

４．時代にあった教育環境の整備
　　洋式トイレや空調、また給食環境の整備を行うこと、そして GIGA スクール

構想の実現に向け ICT 教育の充実を図ることで、呉で学びたい、学ばせたい

学校づくりを目指します。

５．女性や若者が活躍できるまちづくり
　　新たな特色を持った事業者の芽が出始めています。女性や若者のチャレンジ

応援、雇用創造、そして子育て環境の充実を図り、女性や若者がまちづくりに

参画し、多世代が賑わうまちを目指します。

６．スポーツによる地域活性化
　　誰もが楽しく行うスポーツから、全国レベルを目指すスポーツまで、生涯運

動にかかわる環境づくり、そして呉ならではのサイクリング・ウォータースポーツ・

アーバンスポーツなどを活用した地域活性化を目指します。

７．「道の駅」の整備
　　呉市の特徴を生かした賑わい拠点の整備を進言し、農林水産業のさらなる発

展と地域コミュニティの活性化の創造を目指します。

８．環境問題への取組み
　　近年、異常気象が多く発生する中、脱炭素化はまったなしの状態です。環

境への意識啓発や、成長分野の環境産業支援、循環型社会のさらなる推進

など、グリーン社会の実現を目指します。

９．議員定数の削減〈３２名→２８名〉
　　議員自ら身を切る改革をスローガンに市民から信頼される議会に、そして将

来的には人口１万人にひとりの議員を目指します。

10．職員体制の再構築
　　専門性が高い技術職員の採用の充実や年齢構成の平準化を推進すると同

時に、デジタル化による業務効率を進言し、市民サービスの向上を目指します。

Facebookで
最新情報を発信中

！

ホームページ
　開設しました！

皆様のご意見お待ちしております。

TEL 25-3264 FAX 25-3650
（呉市議会事務局内）

E-mail:kureseishikai@gmail.com
HP https://seishikai-kure.com

誠志会は常に市民サイドにたち、
市民生活の向上を目指し、皆様方
の代弁者として活動して参ります。
どんなことでもご相談ください。



過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
聞
く

橋
口
議
員  

過
疎
新
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
を
受

け
て
い
た
「
旧
倉
橋
町
、
旧
下
蒲
刈
、
旧
蒲
刈
町
、

旧
豊
浜
町
、旧
豊
町
」
の
区
域
に
加
え
、新
た
に
「
旧

音
戸
町
と
旧
川
尻
町
」
が
過
疎
地
域
と
し
て
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
過
疎
法
の
理
念
の
下
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
針
で
、
い
つ
ま
で

に
計
画
を
策
定
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

企
画
部
長　
呉
市
で
は
、
第
５
次
呉
市
長
期
総
合

計
画
に
お
い
て
、
過
疎
地
域
を
含
め
た
市
全
体
の
将

来
都
市
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
を
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
着
実
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
過
疎
計
画
に
つ
い
て
は
、
長
期
総
合
計

画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
長
期
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計

画
で
掲
げ
た
、
島
嶼
部
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
や
農
水
産
業
の
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育

成
、
地
域
医
療
体
制
の
確
保
、
港
湾
施
設
の
整
備
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
な
ど
、
過
疎
地
域
で
実
施

す
る
事
業
を
計
画
に
盛
り
込
み
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
次
に
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

　
過
疎
計
画
の
策
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
広
島
県

が
９
月
を
目
途
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る
都
道
府
県

方
針
と
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
が
策
定
す
る
過
疎
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
過
疎
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

こ
と
を
考
慮
し
て
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
計
画
案
の

段
階
で
広
島
県
の
同
意
を
得
た
後
、
議
案
と
し
て
議

会
に
お
諮
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
事
業
は
、

過
疎
計
画
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
実
施
す
る
事
業
か
ら
、
確
実
に

過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
年
内
を

目
途
に
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
議
会
に
お
諮
り

し
、
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
過
疎
債
を
活
用
し
て
、
島
し
ょ
部
に
も

光
回
線
が
開
通
し
ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
既
に
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
事
業
展
開
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

橋
口
議
員  

地
域
の
現
状
、
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
住
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
て
、
１
日
で

も
早
い
計
画
策
定
と
、
併
せ
て
、
辺
地
債
や
合
併
特

例
債
な
ど
有
利
な
制
度
も
積
極
的
に
活
用
し
、
地

域
の
持
続
的
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

橋口晶議員

代表質問から
6月議会
令和3年

とびしま海道を望むとびしま海道を望む

小
田
議
員　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
の
質
が
高
ま
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
手
法
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
だ

と
思
い
ま
す
。
市
が
導
入
す
る
窓
口
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

企
画
部
参
事　
本
事
業
は
、
来
庁
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
本
庁
舎
や
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の

無
線
環
境
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
本
庁
舎
や
各
市
民

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る

も
の
で
す
。
具
体
的
な
活
用
例
と
し
て
は
、
窓
口
に

来
庁
さ
れ
た
方
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
の
画
面
を
表
示
し
て
、
分
か
り
や
す
く
制
度

の
説
明
を
し
た
り
、
す
ぐ
そ
の
場
で
施
設
の
概
要
や

空
き
状
況
を
調
べ
た
り
で
き
る
ほ
か
、
土
木
関
係
の

相
談
に
お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
に
表
示
し
た

地
図
や
写
真
を
見
な
が
ら
一
緒
に
現
地
の
確
認
を
行

う
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
窓
口
に
お
け
る
申
請
手
続
な
ど
へ
の
活
用
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
田
議
員　
子
育
て
支
援
手
続
き
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
化
の

具
体
的
な
狙
い
、
効
果
を
お
聞
き
し
ま
す
。

子
育
て
担
当
部
長　
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
や
保
育

所
に
入
所
し
た
い
と
き
な
ど
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
幾
つ
か
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
必
要

な
手
続
や
受
付
窓
口
、
持
参
す
る
物
な
ど
を
個
別
に

案
内
す
る
も
の
で
、
現
在
、
多
く
の
方
に
御
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
は
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
放
課
後
児
童
会
の
入
会

や
児
童
手
当
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
、
保
育
所

入
所
な
ど
の
手
続
き
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
順
次
開
始
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
子
育
て
家

庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
で
、
も
っ
と
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
田
議
員　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
へ
の
意
識
づ
け
が
大
切
で
す
。
そ
う
い
っ

た
機
運
の
醸
成
や
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

企
画
部
参
事　
令
和
３
年
度
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
企
業
や
市
民
の

方
々
に
対
し
て
、
講
演
会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
室
な
ど
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
企
業
の
方

に
対
し
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
品
質
管
理
な
ど
の
導
入

事
例
の
紹
介
や
、
市
民
の
方
に
対
し
て
、
ビ
デ
オ
会

議
シ
ス
テ
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
方
法
を
紹
介

す
る
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
室
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
方
法
を
紹
介
す
る
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
の
利
便
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
内
容

を
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
前
ト
ー
ク
の
項
目

に
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
新
た
に

追
加
し
、
生
活
を
便
利
に
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
の
利

用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
留
意
点
な
ど
、
丁

寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
り
、
高
齢
者
の
方
を
は

じ
め
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
デ
ジ
タ
ル
の
利
便

性
を
浸
透
さ
せ
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
優

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
つ
い
て
聞
く 小田晃士朗議員

3月議会
令和3年

予算総体質問から

タブレットでより分かりやすくタブレットでより分かりやすく



岡
﨑
議
員　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
朝
鮮
通
信

使
登
録
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
呉
市
な
ど
朝
鮮
通
信
使
ゆ

か
り
の
自
治
体
や
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
朝
鮮
通
信
使
緑
地
連
絡
協
議
会
で
は
、
全
国

交
流
大
会
の
開
催
を
始
め
、
韓
国
側
協
議
会
と
の

交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界

の
記
憶
」
登
録
直
後
に
専
門
部
会
と
し
て
立
ち
上
げ

た
「
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
部
会
」
で
は
、
令
和
元
年
度
に

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
資
料
の
図
録
を
作
成
し
た
ほ

か
、
巡
回
展
の
開
催
や
資
料
の
保
存
管
理
研
修
等
の

実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
呉
市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
松
涛
園
で
は
登
録

さ
れ
た
資
料
を
定
期
的
に
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
特

別
展
の
開
催
や
旅
行
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
指
定
管
理

者
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
登

録
市
町
と
一
緒
に
日
韓
親
善
友
好
の
歴
史
的
な
資
産

で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
の
情
報
発
信
と

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
﨑
議
員　
ユ
ネ
ス
コ
国
連
遺
産
は
３
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
、
世
界
無
形
遺
産
、
世
界

記
憶
遺
産
で
す
。
世
界
遺
産
の
広
島
市
の
原
爆
ド
ー

ム
、
廿
日
市
市
の
厳
島
神
社
、
世
界
無
形
遺
産
の

北
広
島
町
「
壬
生
の
花
田
植
」
と
呉
市
の
世
界
記

憶
遺
産
朝
鮮
通
信
使
の
４
つ
の
市
町
が
連
携
を
取
れ

ば
歴
史
文
化
観
光
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝

鮮
通
信
使
が
共
同
で
申
請
し
た
時
の
２
国
18
都
市
が

連
携
を
取
る
こ
と
が
、
国
際
交
流
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
国
連
世
界
遺
産
の
近
郊
４
市
町

連
携
と
２
国
18
市
町
連
携
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
広
島
市
や
廿
日
市
市
な
ど

の
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
広
島

県
観
光
連
盟
が
作
成
し
て
い
る
広
島
県
の
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
の

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
遺
産
」、北
広
島
町
の
壬
生（
み
ぶ
）

の
花
田
植
の
「
無
形
文
化
遺
産
」、
呉
市
下
蒲
刈
町

の
「
世
界
の
記
憶
」
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
、

日
本
遺
産
を
含
め
た
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
案
内
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
内
関
係
市
町
や
広
島
県
観
光
連
盟

を
始
め
と
す
る
関
係
団
体
等
と
今
後
も
情
報
発
信
な

ど
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誘
客
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
鮮
通
信
使

の
登
録
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

朝
鮮
通
信
使
緑
地
連
絡
協
議
会
」
や
「
朝
鮮
通
信

使
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
部
会
」
で
の
色
々
な
事
業
を
通
じ

て
、「
世
界
の
記
憶
」
の
啓
発
や
情
報
発
信
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

岡﨑源太朗議員

個人質問から
6月議会
令和3年ユ

ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
朝
鮮
通
信
使

登
録
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
聞
く

世界記憶遺産に登録された朝鮮通信使の記録世界記憶遺産に登録された朝鮮通信使の記録

福
永
議
員　
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

化
に
向
け
た
内
容
の
検
討
結
果
の
中
で
、
戦
艦
「
大

和
」
の
主
砲
を
削
り
だ
し
た
と
い
う
大
型
旋
盤
の
野

外
展
示
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
的

に
大
変
価
値
の
あ
る
資
料
を
保
存
す
る
、
と
て
も
よ

い
取
組
だ
と
思
い
ま
す
が
、
予
算
の
関
係
で
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
支
援
を
呼
び
か
け
た
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
の
目
的
と
し
て
い
た

支
援
額
に
あ
っ
と
い
う
間
に
到
達
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
状

況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

観
光
港
湾
担
当
部
長　
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
寄
附
額
の
う
ち
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え

る
額
に
つ
い
て
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
ふ
る
さ
と

納
税
型
で
す
。
第
１
目
標
額
を
架
台
製
作
、
旋
盤

輸
送
、
設
置
の
費
用
で
あ
る
４
，
８
０
０
万
円
、
第

２
目
標
額
は
地
盤
調
査
設
計
及
び
工
事
費
に
加
え
た

７
，
２
０
０
万
円
、
第
３
目
標
額
の
１
億
円
に
達
し

た
場
合
は
、
大
型
旋
盤
を
よ
り
よ
い
状
態
で
保
存
す

る
た
め
の
屋
根
を
設
置
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
開
始
３
日
前
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
事
前
告
知
を
行
い
な
が
ら
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
専
用
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
８
月
３
日

午
前
９
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆

様
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
12
時
間
後
の
午
後
９
時

に
第
１
目
標
額
の
４
，
８
０
０
万
円
を
、
午
後
11
時

に
は
第
２
目
標
額
の
７
，
２
０
０
万
円
を
、
翌
８
月

４
日
の
午
前
６
時
に
は
第
３
目
標
額
の
１
億
円
を
達

成
し
、
さ
ら
に
８
月
29
日
の
午
後
５
時
に
は
２
億
円 福永髙美議員

代表質問から
9月議会
令和3年

を
達
成
し
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

日
９
月
６
日
午
前
９
時
現
在
で
５
，
１
８
３
人
か

ら
、
２
億
８
５
３
万
円
の
支
援
が
集
ま
っ
て
お
り
、

目
標
額
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

福
永
議
員　
予
想
を
大
き
く
上
回
る
金
額
が
集
ま
っ

た
こ
と
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
方
法
と
し
て
す
ば
ら
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
初
の
目
標
と
し
て
支
援
額
を
大

き
く
上
回
る
金
額
が
集
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の

余
剰
金
は
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
を
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

観
光
港
湾
担
当
部
長　
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
サ
イ
ト
に
は
、
第
３
目
標
額
の
１
億
円
を
超

え
て
集
ま
っ
た
支
援
は
、
大
型
旋
盤
の
展
示
の
充

実
、
必
要
と
な
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
資
料
収
集
、
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
業
等
の
た
め
に
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
い
う
内
容
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
支
援
の
申
込
み

が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
余
剰
金
を
大
型
旋
盤
の

展
示
の
充
実
、今
後
、必
要
と
な
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

さ
ら
に
は
資
料
収
集
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
業

等
に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
が
得
ら
れ
、
寄

附
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
方
か
ら
要
望
の
ご
ざ
い
ま
し
た
大
型
旋
盤
の
保
存

を
で
き
る
範
囲
で
し
っ
か
り
行
い
、
そ
の
後
、
余
剰

が
出
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
聞
く

大規模リニューアルを控える大和ミュージアム大規模リニューアルを控える大和ミュージアム



中
田
議
員　
市
長
再
選
時
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
政
策
の
進
め
方
、
考
え
方
な
ど
が
市
民
に
う
ま

く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
、
今
後
よ
り
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
呉
市
で
は
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
方
法
で
呉
市
が
進
め
る

事
業
の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
大
雨
な

ど
、
気
象
に
関
す
る
避
難
情
報
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

情
報
な
ど
は
事
細
か
く
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。一
方
で
、そ
の
他
の
呉
市
が
推
し
進
め
て
い
る
様
々

な
事
業
、
施
策
の
中
に
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
事
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
必
要
性
や
背
景
が
う
ま
く

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
呉
市
が
実
施
す
る
事
業
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、丁
寧
な
説
明
に
加
え
、

幅
広
い
年
齢
層
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
様
々
な

媒
体
を
活
用
す
る
な
ど
、
伝
え
方
に
つ
い
て
も
工
夫

す
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
い
広
報
を
心
が
け
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

理
事
兼
総
務
部
長　
本
市
の
広

報
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
政

だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
加
え
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
発
信
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
、
市
と
し
て
重
要
な
施

策
、
事
業
、
ま
た
市
民
の
関
心

が
高
い
事
業
や
影
響
の
大
き
い
事

業
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
政
だ
よ
り
の
特
集
と

し
て
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
大
々
的
に
取
り
上
げ

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
新
着
情
報
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、

で
き
る
だ
け
目
立
つ
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
　
市
政
だ
よ
り
を
例
に
と
り
ま
す
と
、限
ら
れ
た
ペ
ー

ジ
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
全
体
像
を
伝
え
る

中
で
、
そ
の
必
要
性
や
背
景
な
ど
の
情
報
は
、
簡
略

化
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
事
業
の
内
容

を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
事
業
の

必
要
性
や
事
業
実
施
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
併
せ
て
広

報
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
今
後
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
も
、
こ
の
視

点
を
持
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
広
報
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
情
報
の
伝
え
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
幅
広
い

年
齢
層
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、
分
か
り
や
す
い

広
報
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
広
報
の
役
割
は
、

情
報
を
市
民
に
届
け
る
と
と
も
に
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
市
政
へ
の
参
画
や
協
力
に
つ
な
げ
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
性
別
や
世

代
、
時
期
、
場
面
等
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
情
報

を
的
確
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
庁
内
の
広
報
体
制
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

意
見
も
参
考
に
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
も
進
め
ま

す
。

広
報
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
聞
く

中田光政議員

代表質問から
12月議会
令和3年

SNSによる情報発信も開始SNSによる情報発信も開始

定
森
議
員　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き

家
は
、
倒
壊
等
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
危
険
、
公
衆

衛
生
の
悪
化
な
ど
市
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
令
和
元
年
に
所
有
者
不
明
利
用
円
滑

化
特
別
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
ま
た
、
先
日
の
国

会
で
相
続
土
地
国
庫
帰
属
法
が
成
立
し
、
令
和
５

年
に
同
法
律
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
呉
市
の
空
き
家
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

都
市
部
参
事　
平
成
30
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
市
の
総
住
宅
数
は
12
万

３
，
５
０
０
戸
、
そ
の
う
ち
空
き
家
数
は
２
万
７
，

９
６
０
戸
で
、
総
住
宅
数
に
占
め
る
空
き
家
率
は

22.6

％
と
な
っ
て
お
り
、
空
き
家
数
と
と
も
に
10
年

前
と
比
べ
て
約
1.3
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
空

き
家
率
は
、
全
国
の13.6

％
、
広
島
県
の15.1

％

と
比
較
す
る
と
、
本
市
の
空
き
家
率
は
高
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

定
森
議
員　
本
市
の
空
き
家
数
の
う
ち
、
長
期
間

放
置
さ
れ
れ
ば
危
険
な
空
き
家
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
住
宅
は
約
２
万
戸
に
上
る
と
あ
り
ま
し
た
。
私
は

価
値
あ
る
建
物
を
し
っ
か
り
と
残
し
、
価
値
の
な
い

建
物
、
あ
る
い
は
危
険
な
建
物
を
い
ち
早
く
除
去
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
古
民
家
な
ど
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
建
物
も
、
何
年
も
空
き
家
の
状
態
が
続

く
と
住
め
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
次
期
計
画
の
策
定
を
進
め
る
上

で
、
所
有
者
が
不
明
な
土
地
や
危
険
な
空
き
家
の
解

消
、
ま
た
跡
地
を
利
活
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
く 定森健次朗議員

個人質問から
9月議会
令和3年

都
市
部
参
事　
危
険
な
空
き
家
や
敷
地
の
管
理
不

全
な
状
態
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は

現
地
に
出
向
き
、
建
築
物
の
状
態
、
敷
地
内
の
状

況
確
認
に
加
え
、
地
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
響
度
な

ど
幅
広
く
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

登
記
簿
や
住
民
票
、
戸
籍
、
課
税
情
報
な
ど
に
よ

り
、
所
有
者
や
管
理
者
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
相
続
人
を
調
査
す
る
た
め
に
、

相
続
登
記
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
、
所
有
者
が
不
明

な
土
地
や
建
物
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
家
系
図
の
作
成

が
必
要
で
す
。
呉
市
に
お
き
ま
し
て
も
議
員
御
紹
介

の
案
件
と
同
様
に
、
相
続
人
が
１
０
０
名
近
い
案
件

も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
所
有
者
や
管
理
者
の
特
定
に
多

大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
な
ど
、
そ
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

定
森
議
員　
土
地
所
有
権
の
国
庫
へ
の
帰
属
に
関
す

る
法
律
、
そ
れ
に
関
連
し
て
相
続
登
記
の
義
務
化
な

ど
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。

既
に
施
行
し
て
い
る
法
律
を
踏
ま
え
、
我
々
市
民
の

暮
ら
し
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
呉
市
の
空
き
家
対
策

の
進
め
方
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

都
市
部
参
事　
土
地
の
相
続
後
、
国
に
10
年
分
の

土
地
の
管
理
費
を
支
払
う
な
ど
の
条
件
を
基
に
、
所

有
権
を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
所
有
者
不
明
土
地
な
ど
の
解
消
に
向

け
、
変
更
登
記
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
空

き
家
の
所
有
者
調
査
に
か
か
る
市
の
負
担
の
軽
減
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
し
い
制
度

を
周
知
す
る
な
ど
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

危険空き家と空き家対策が望まれる危険空き家と空き家対策が望まれる


